
厚生労働省社会・援護局（援護関係） 

※裏面に続く 

平成 31 年度援護関係予算概算要求の主要事項 
 

【30 年度予算】     【31 年度要求】 

援護関係予算総額  ２３，６８１百万円  → ２２，８１６百万円 

 

１ 援護年金              ８，８７８百万円 →  ７，７１８百万円 

（受給人員 ４，９９９人 → ４，２０１人） 

 

２ 遺骨収集事業等の推進         ２，３８０百万円 → ２，４０４百万円 

（１）硫黄島遺骨収集事業           １，３７２百万円 →  １，３７２百万円 

・滑走路地区の面的調査等 

（２）南方・旧ソ連地域遺骨収集事業          ７１９百万円 → ７６０百万円 

ア 現地調査                    ２６６百万円 → ３０１百万円 

 ・派遣班数増加に伴う増 

イ 遺骨収集                    ３２７百万円 → ３３２百万円 

 ・派遣班数増加に伴う増 

ウ 法人運営経費                  １２７百万円 → １２７百万円 

（３）海外公文書館の資料収集              ６３百万円 →  ４７百万円 

   

（４）遺骨の鑑定                   １９３百万円 → １９３百万円 

  

（５）遺骨・遺留品の伝達                ３３百万円 →  ３３百万円 

 

 

３ 戦没者慰霊事業等               ５７２百万円 → ５９４百万円 

（１）全国戦没者追悼式挙行経費            １５１百万円 → １５１百万円 

（２）慰霊巡拝等                   ４２１百万円 → ４４３百万円 

ア 慰霊巡拝                     ８７百万円 → １００百万円 

イ 政府建立慰霊碑の補修等              ５４百万円 →  ６２百万円 

ウ 海外・国内民間慰霊碑の管理            ２２百万円 →  ２２百万円 

（ア）海外民間建立慰霊碑              １０百万円 →  １０百万円 

（イ）国内民間建立慰霊碑              １２百万円 →  １２百万円 

エ 慰霊友好親善事業                ２５９百万円 → ２５９百万円 



 

４ 昭和館・しょうけい館事業           ６４４百万円 → ７１２百万円 

（１）昭和館                     ４６７百万円 → ５２０百万円 

（２）しょうけい館                  １７７百万円 → １９３百万円 

 

 

５ 戦争の経験の次世代への継承（再掲）        ２９百万円 → ３１百万円 

（１）証言映像の収録（戦傷病者、中国残留邦人等）     １３百万円 → １２百万円 

（２）戦後世代の語り部の育成等              １６百万円 → １９百万円 

 

 

６ 中国残留邦人等の援護等      １０，４２２百万円 → １０，５２８百万円 

（１）中国残留邦人等に対する支援等    １０，２０５百万円 → １０，３３５百万円 

ア 支援給付の実施等          １０，１７８百万円 → １０，３０１百万円 

イ 中国残留邦人等の介護に係る環境整備     ２６百万円 →     ３４百万円 

（２）抑留者関係資料の取得及び特定作業関係      １５８百万円 → １４３百万円 

（３）戦没者等援護関係資料の移管・整備         ６０百万円 →  ５０百万円 

 

 

※ 百万円単位で四捨五入しているため、各欄の増減が一致しない場合がある。 


